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加
え
、
適
切
な
担
当
部
署
ま
で

提
示
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
担
当
者
は
確

認
す
べ
き
相
手
と
内
容
を
明
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
時
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

部
門
は
、
そ
も
そ
も
相
談
が
来

な
い
と
い
う
問
題
や
、
煩
雑
な

問
い
合
わ
せ
対
応
か
ら
解
放
さ

れ
、
専
門
知
識
を
活
か
し
た
業

務
や
、
事
業
成
長
に
貢
献

す
る
戦
略
的
な
「
攻
め
の

業
務
」
に
集
中
す
る
時
間

を
創
出
で
き
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
オ
ン
の

活
用
に
よ
り
、
部
門
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
組
織
全
体
の

生
産
性
向
上
を
実
現
し
、
「
守

り
」
を
固
め
て
効
率
化
す
る
こ

と
で
、
「
攻
め
」
で
あ
る
新
規

事
業
の
挑
戦
を
加
速
さ
せ
な
が

ら
、
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
を
も
可
能

に
し
ま
す
。

こ
う
し
た
部
門
間
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た

の
が
、
Ａ
Ｉ
カ
ウ
ン
セ
ル
「
Ｃ

ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
Ｏ
ｎ
」

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
オ
ン
）
で

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
業

部
門
の
悩
み
を
解
決
す
る
窓
口

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
部
門
の
業
務
効
率
化
も

同
時
に
可
能
に
し
ま
す
。
事
業

部
門
の
担
当
者
は
、
何
か
疑
問

が
生
じ
た
際
に
ま
ず
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
オ
ン
に
相
談
し
ま
す
。
Ａ

Ｉ
が
そ
の
内
容
を
理
解
し
、
関

連
す
る
社
内
規
程
や
専
門
情

報
、
自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に

担
当
者
の
時
間
を
大
き
く
奪
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
部
門
は
日
々
の
運
用･

保

守
と
い
う｢

守
り
の
業
務｣

に
追

わ
れ
、
本
来
注
力
す
べ
き
社
内

ナ
レ
ッ
ジ
の
体
系
化
や
、
事
業

部
門
の
戦
略
的
な
支
援
と
い
っ

た
、
よ
り
重
要
な
活
動
に
手
が

回
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

事
業
部
門
が
「
相
談
し
に
く

い
」
と
感
じ
、
一
方
で
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
部
門
の
「
サ
ポ
ー
ト
す

る
余
裕
の
な
さ
」
と
い
う
２
つ

の
課
題
が
「
見
え
な
い
壁
」
と

な
り
、
企
業
の
成
長
を
阻
害
し

て
い
ま
す
。

を
担
っ
て
い
ま
す
し
か
し
頻

繁
に
改
正
さ
れ
る
法
律
、
そ
れ

に
伴
う
社
内
ル
ー
ル
の
整
備
、

あ
ら
ゆ
る
手
続
き
や
他
部
署
か

ら
届
く
無
数
の
問
い
合
わ
せ
対

応
と
い
っ
た
日
々
の
業
務
に
忙

殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

業
務
は
企
業
活
動
を
維
持
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
す
が
、
そ
の

多
く
が
人
に
依
存
し
て
お
り
、

前
回
は
、
新
規
事
業
を
推
進

す
る
部
門
が
「
誰
に
何
を
相
談

す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
」
と
、

事
業
の
停
滞
や
手
戻
り
が
生
じ

る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
「
知
ら
な

い
」
に
起
因
す
る
問
題
は
、
企

業
の
成
長
を
妨
げ
る
要
因
と
な

り
ま
す
。
そ
の
根
本
に
は
、
相

談
を
受
け
る
側
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
部
門
自
身
が
抱
え
る
、
構
造

的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

総
務
や
経
理
、
法
務
な
ど
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
は
、
企
業

の
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
役
割

[４][４]
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す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
で
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
載
せ
れ
ば
リ

ア
ル
チ
ャ
ネ
ル
に
も
展
開
が

可
能
で
顧
客
接
点
が
広
が

る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
運
用
す
る
金

融
機
関
に
収
益
源
を
も
た
ら

す
可
能
性
も
広
が
る
と
い
う

こ
と
だ
。
義
務
化
さ
れ
た

「
継
続
的
顧
客
管
理
」
な
ど

法
令
対
応
も
検
討
中
で
、
金

融
機
関
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス

の
追
加
を
考
え
て
い
く
。

利
谷
一
事
業
企
画
部
長
は

「
ま
ず
は
数
年
で
10
行
程
度

に
ま
で
導
入
を
拡
大
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
で
の
対
応
で
現
地
消

費
型
ふ
る
さ
と
納
税
や
地
域

広
告
の
表
示
な
ど
地
域
貢
献

の
新
た
な
ハ
ブ
と
し
て
の
ア

イ
デ
ア
も
広
が
る
。

い
納
税
を
セ
ル
フ
化
し
て
、

窓
口
業
務
の
負
荷
を
軽
く
す

る
。ま

ち
に
あ
る
タ
ッ
チ
ポ
イ

ン
ト
の
活
用
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
前

中
計
か
ら
打
ち
出
す
構
想
で

も
あ
る
。
事
業
企
画
部
の
金

子
桃
子
部
長
は
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

台
数
自
体
は
１
割
ほ
ど
減
っ

て
い
る
も
の
の
幅
広
な
世
代

で
半
分
以
上
の
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
が
月
１
回
は
利
用
し
て

い
る
。
店
舗
回
帰
現
象
も
あ

る
」
と
説
明
す
る
。
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
の
利
用
も
残
高
照
会

や
振
り
込
み
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
駅
前
の
一
等
地

に
あ
り
利
用
し
や
す
い
。
こ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
店
舗
事
務
を
シ

フ
ト
、
さ
ら
に
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
他

事
業
者
と
協
業
し
て
ク
ロ
ス

リ
ブ
リ
ン
ク
ス
に
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
載
せ
る
。
普
段
使

い
慣
れ
た
環
境
、
機
器
を
通

じ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
を
整

え
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
出

し
て
肥
後
銀
行
と
西
武
信
用

金
庫
（
同
・
新
宿
）
が
決
ま

り
25
年
度
末
に
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
。
帳
票
に
印
字
さ
れ

た
Ｑ
Ｒ
や
バ
ー
コ
ー
ド
を
使

ビ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
東

京
・
千
代
田
）
の
決
済
サ
ー

ビ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
を
接
続
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
金
融
機
関
に
向

け
て
展
開
す
る
。
第
１
陣
と

Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
今
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
活
用
の
最
大
化
に
乗
り
出
し
た
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流
れ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
完
結
生
活
が
加
速

す
る
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
リ
ア
ル
チ
ャ
ネ
ル
へ
の
安
心
感
は
捨
て
が

た
い
。
家
計
か
ら
の
預
金
獲
得
が
急
務
の
金
融
機
関
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
可
能
な
こ
と
を
増
や
し
収
益
化
に
資
源
を
集
中
し
た
い
思
い
も

あ
る
。
ま
ず
は
知
見
と
強
み
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｘ
ｌ
ｉ
ｖ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
Ｓ
」
（
ク
ロ
ス
リ
ブ
リ
ン
ク

ス
）
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
活
用
し
た
税
公
金
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
投
入
す

る
。
め
ざ
す
は
「
何
で
も
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
だ
。

金
子
桃
子
部
長
（
右
）
と
利
谷
一
事
業
企
画
部
長

和
の
コ
メ
騒
動
で
コ
メ
の
価
格
を

維
持
す
る
た
め
の
減
反
政
策
に
メ

ス
を
入
れ
よ
う
と
い
う
空
気
が
漂

う
。
大
規
模
農
業
の
時
代
で
は
、

否
が
応
で
も
銀
行
と
の
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
。
農
協
と
い
え
ど

も
、
い
つ
ま
で
も
収
益
が
上
が
ら

な
い
経
営
で
い
い
は
ず
が
な
い
。

農
協
の
本
来
の
役
割
は
コ
メ
を

は
じ
め
、
農
作
物
や
水
産
物
の
売

買
に
あ
る
。
信
用
事
業
や
共
済
事

業
の
収
益
ば
か
り
に
頼
る
べ
き
で

は
な
い
の
は
明
ら
か
。
令
和
の
コ

メ
騒
動
と
農
林
中
金
の
赤
字
決
算

で
、
も
は
や
農
協
改
革
は
「
待
っ

た
な
し
」
と
な
っ
た
。

（
了
）

や
地
方
銀
行
等
と
比
べ
て
も
遜
色

な
い
よ
う
な
運
用
態
勢
で
当
た
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
赤
字

決
算
が
示
す
よ
う
に
不
十
分
な
態

勢
の
ま
ま
だ
っ
た
。さ

ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
〝
直
販
〟
の
広

が
り
や
外
食
産
業

な
ど
の
直
接
仕
入

れ
で
、
農
協
を
通

さ
な
い
流
通
取
引
が
進
ん
で
い
る

こ
と
や
、
大
規
模
農
家
を
志
向
す

る
農
家(

農
業
法
人)

が
増
え
て
き

た
こ
と
で
、
農
家
の
銀
行
取
引
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
奇
し
く
も
令

る
た
め
に
余
資
運
用
に
傾
斜
す
る

仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
な
に
よ
り


か
つ
て
は
戦
後
の
食
糧
管
理
制
度

の
下
、
政
府
の
買
い
入
れ
制
度
で

受
け
取
っ
た
コ
メ
代
金
を
農
林
中

金
が
コ
ー
ル
市
場
で
運
用
し
て
莫

大
な
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
や
、

肥
料
販
売
で
の
利
益
な
ど
が
農
協

の
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
メ
ガ
バ
ン
ク

農
協
も
金
融
機
関
で
あ
る
以
上
、

預
金
を
融
資
に
回
さ
な
け
れ
ば
利

益
は
生
ま
な
い
。
そ
れ
で
な
く
と

も
、
農
家
は
個
人
事
業
主
の
小
規

模
な
経
営
体
が
多
く
、
か
つ
平
均

年
齢
が
68
・
７
歳
（
２
０
２
４

年
、
農
林
水
産
省
調
べ
）
と
い
う

高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
う
離

農
で
、
融
資
が
伸
び
る
状
況
に
な

い
。
そ
う
な
る
と
、
利
益
を
上
げ

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
て
膨
ら
ん

で
い
っ
た
資
金
（
預
金
）
は
、
本

業
の
農
家
へ
の
事
業
融
資
に
は
向

か
わ
な
か
っ
た
。

問
題
は
相
互
扶
助
の
「
協
同
組

合
」
で
あ
る
農
協
が
、
事
業
融
資

の
対
象
で
あ
る
組
合
員
で
あ
る
農

家
よ
り
も
、
准
組
合
員
（
農
家
で

は
な
い
出
資
者
）
で
あ
る
非
農
家

で
多
く
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
協
同
組
合
の
事
業
融
資

の
対
象
は
組
合
員
に
限
ら
れ
る
。

は
約
１
０
０
０
兆
円
と
な

り
、
国
内
金
融
と
し
て
は
最

大
規
模
の
協
会
に
な
る
こ
と

を
見
込
む
。

両
者
と
も
に
資
産
運
用
へ

の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に

会
員
数
を
拡
大
し
て
き
た
。

統
合
で
資
産
運
用
会
社
の
社

会
的
使
命
や
目
指
す
べ
き
姿

を
実
現
し
、
国
民
の
資
産
形

成
に
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

投
資
信
託
協
会
と
日
本
投

資
顧
問
業
協
会
は
１
日
、
両

協
会
の
合
併
後
の
新
組
織
を

「
資
産
運
用
業
協
会
」
と
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
新
協

会
は
２
０
２
６
年
４
月
１
日

付
で
発
足
を
予
定
す
る
。

合
併
は
24
年
９
月
の
資
産

運
用
業
大
会
で
両
協
会
の
会

長
が
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

新
協
会
の
加
盟
会
員
数
は
約

９
０
０
社
、
運
用
資
産
規
模

誰
か
の
役
に
立
つ
、
感
謝
さ

れ
る
と
い
っ
た
関
わ
り
を
持

ち
続
け
ら
れ
る
人
生
期
間
の

研
究
テ
ー
マ
へ
の
解
決
策
な

ど
を
披
露
し
た
｢

日
本
の
未

来
の
た
め
に
も
シ
ニ
ア
の
活

躍
を
導
く
べ
き
。
国
も
後
押

し
し
て
お
り
早
く
成
功
モ
デ

ル
を
出
し
た
い｣(

前
田
氏)



前
田
氏
は
超
高
齢
未
来
の
展

望
と
課
題
を
は
じ
め
、
高
齢

者
雇
用
施
策
や
企
業
動
向
、

リ
タ
イ
ア
層
が
新
た
な
活
躍

場
所
を
見
い
出
せ
ず
に
い
る

｢

定
年
後
空
洞
化
問
題｣

を
検

証

新
た
な
寿
命
価
値
で
あ

る｢

貢
献
寿
命｣

つ
ま
り
社
会

と
つ
な
が
り
役
割
を
も
ち
、

企
業
に
高
齢
者
が
増
え
る

中
、
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
﨑
山
み
ゆ

き
代
表
理
事
は
「
正
し
く
科

学
的
に
高
齢
者
を
理
解
し
て

企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
生
か

す
こ
と
が
必
要
。
若
手
に
は

理
論
的
な
方
が
わ
か
り
や
す

い
」
と
い
う
。
誰
に
で
も
あ

る
子
ど
も
時
代
と
違
い
、
自

分
の
年
齢
以
上
の
老
い
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
か
ら
高
齢

社
会
の
必
須
科
目
と
し
て
産

業
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
啓

発
に
取
り
組

む
。
「
１
社

に
ひ
と
り
産

業
ジ
ェ
ロ
ン

ト
ロ
ジ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

を
」
と
講
座

で
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
も

養
成
す
る
。

｢

生
涯
現

役
社
会
の
実

現｣

が
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の

日
本
産
業
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ

ジ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ａ
、
東

京
・
中
央
）
は
６
月
20
日
に

都
内
で
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、
ニ
ッ
セ
イ

基
礎
研
究
所
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ

ジ
ー
推
進
室
の
前
田
展
弘
上

席
研
究
員
が
講
演
を
担
っ

た
。
産
業
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ

ー
は
加
齢
学
・
老
年
学
を
示

す
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
研

究
成
果
を
企
業
の
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
生
か
す
も
の
。

預
金
獲
得
へ

資
源
集
中

第
一
陣
肥
後
銀
と
西
武
信
金 ＯＫＩＯＫＩ

周年記念シンポ 企業マネジメント
日本産業
ジェロントロジー協会 正しく科学的な高齢者理解で

政
を
担
っ
た
。
福
岡
県
出
身
、


歳
。優

秀
論
文
も
決
定

ま
た
同
セ
ン
タ
ー
は
01
年
度
か

ら
毎
年
、
若
手
研
究
者
の
生
命
保

険
、
関
連
す
る
研
究
へ
の
研
究
助

成
を
行
い
成
果
論
文
へ
の
表
彰
制

度
を
09
年
度
か
ら
実
施
、
25
年
度

の
受
賞
者
と
受
賞
論
文
を
決
め

た
。
最
優
秀
は
該
当
な
し
。
優
秀

論
文
賞
は
稲
倉
典
子
・
四
国
大
准

教
授
と
藤
井
陽
一
朗
・
明
治
大
専

任
教
授
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
生

命
保
険
市
場
に
与
え
た
影
響
の
一

考
察
」
が
受
賞
。

生
保
文
化
セ
ン
タ
ー
は
６
月
末

の
２
０
２
５
年
度
定
時
評
議
員
会

で
新
代
表
理
事
を
選
定
。
退
任
し

た
浅
野
僚
也
氏
の
後
任
に
小
原
広

之
氏
が
就
い
た
。

小
原

広
之
氏
（
お
ば
ら
・
ひ

ろ
ゆ
き
）
１
９
８

７
年
一
橋
大
経

卒
、
財
務
省
・
金

融
庁
な
ど
で
勤

務
。
２
０
２
４
年
ま
で
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
で
の
海
外
勤
務
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
へ
の
出
向
を
経
験
し
た

ほ
か
09
年
か
ら
13
年
ま
で
保
険
行

和
徳
会
長
は
「
サ
ッ
カ
ー
人
生
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
こ
の
大
会
は
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト
」
と
胸
を
張
る
。

堤
理
事
長
も
「
ぜ
ひ
日
本
代
表
、

世
界
を
目
指
し
て
欲
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
３
位
の
中
野
島

Ｆ
Ｃ
ホ
ワ
イ
ト
、
４
位
の
鷺
沼
Ｆ

Ｃ
グ
リ
ー
ン
に
も
賞
状
や
ト
ロ
フ

ィ
ー
、
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

先
取
し
た
が
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
直

後
に
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
Ｕ
12
が
追
い

付
き
、
そ
の
２
分
後
に
追
加
点
を

入
れ
た
。

川
崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
田
中

川
崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催

す
る
か
わ
し
ん
杯
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
大
会
は
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
Ｕ
12
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

閉
会
式
に
は
川
崎
信
用
金
庫
（
川

崎
市
）
の
堤
和
也
理
事
長
を
は
じ

め
す
べ
て
の
役
員
が
出
席
し
、
小

学
生
の
健
闘
を
た
た
え
た
。

32
回
目
を
迎
え
、
５
月
10
日
の

開
会
式
か
ら
市
内
の
84
チ
ー
ム
の

２
～
４
年
生
が
週
末
に
市
内
の
各

競
技
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

６
月
29
日
の
等
々
力
陸
上
競
技
場

で
の
決
勝
戦
は
準
優
勝
の
Ｆ
Ｃ
中

原
ブ
ル
ー
が
前
半
15
分
に
１
点
を

企
業
成
長
を
叶
え
る
基
盤
と
は

農
林
中
金
の
赤
字
決
算(

最
終
回)

農
林
中
金
の
赤
字
決
算(

最
終
回)

｢

協
同
組
合｣

を
隠
れ
蓑
に

巨
大
化
し
た
農
協

投
資
信
託
協
会･

日
本
投
資
顧
問
業
協
会

新
組
織｢

資
産
運
用
業
協
会｣

来
年
４
月
発
足

川 崎 市
サッカー協会

85
チ
ー
ム
頂
点
決
ま
る

か
わ
し
ん
杯
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

小
原
氏
が
代
表
理
事
に

生
保
文
化
セ
ン
タ
ー

﨑
山
み
ゆ
き
代
表
理
事


ニ
ッ
セ
イ

基
礎
研
・
前
田
展
弘
上
席
研
究
員

川崎信金の堤理事長が
優勝チームを表彰

２０２５(令和７)７１４()総 合 (２)(第三種郵便物認可)


